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１０月１２日、テレビ朝日の「報道ＳＴＡＴＩＯＮ」で、Ｊ

Ｒ西日本の「新幹線時速３００キロ体験研修」の模様が報道され
ました。
「研修を受けた社員の同僚」の方は「実際にバラス（砂利）が
飛んで来たら、ヘルメットも穴が開いて死に至ると思う。リスク
を負ってまで体感させるのが教育訓練なのかと疑問に思う。『普
通の常識はＪＲ西日本では非常識』と言われている」とコメント
していました。
ＪＲ西労の前川書記長は「恐怖感をもって体験させることで、
同じヒューマンエラーを繰り返さないように教え込もうとしてい
ると思う。原因に対する有効な再発防止対策をするべきであり、
『体感』をもってやるのは精神論でしかないと思う」とコメント
しています。ＪＲ西労として「安全面への疑問」と「ただの恐怖
体験」であることから、これまでＪＲ西日本会社に対して、７回
にわたって研修中止を訴えています。原因を究明する風土を創り
上げ、労働組合としてチェック機能を果たして安全を築き上げる
ことが重要です。
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